
ふるさとの宝広めよう全世界へ
テーマ

We have a dreaｍ

～ふるさとの宝広めよう全世界へ！！～

テーマの理由

ふるさとの宝である流木アートを全世界に広めたいと思ったから。

活動内容

★宮浦や小目井での材料収集

★製作活動

★We Love UDO 朝市販売

★Hadashi カフェでの制作活動

New 作品

★鏡 ★小物入れ

※浜の砂を飾りに使ったりすると、 ※ビー玉や大きめの貝殻をとってに

Cute になります。 するとかわいいです。

今年度の取り組み

☆We Love UDO 朝市
・笑顔でお客さんに声をかけると、お客さんがたくさん集まってきた。

・お金の取扱は難しくて大変だったけど、楽しかった。

・全国各地からたくさん人が来ていて、たくさんの作品を買ってもらうことができた。ちなみに、

鍵かけが一番売れた。

・自分の作品を買ってもらえた時は、とてもうれしかった。



☆Hadashi
・洋香園の浜で材料集めをした。家具を作るのに良い木材としては、かたくて、折れにくくて、大

きいものがいいということが分かった。

・Hadashi の方にアドバイスをもらいながら、イス、オブジェ、写真たてを作ることができた。

・作品を作るうちに同じものは二度と作れないということが分かった。

・これからは、小物だけでなくて一から何か大きいものを作るということにも挑戦していきたいと

思った。

★オブジェ ★物置

※コップ以外にも、アクセサリー ※物置をあえてイスの形に

かけや鍵かけにも使えます。 したところを工夫しました。

提案
・昨年度は作品をサンメッセ日南で展示させてもらっていたが、できれば来年はサンメッセ日南で

販売したい。

・昨年度から考えている「鵜戸 海の駅」構想も進めていきたい。そこでは、流木アート班の作品

だけでなく、鵜戸特産物開発班が作った石鹸やスウィーツ班が作ったお土産になるスウィーツを販

売し、スウィーツ班のオリジナルレシピも展示したい。

感想
・私たちは、今年度から新メンバーで活動してきて自然のもので何かを作る喜びや楽しみ味わう

ことができ、とても充実した US タイムとなりました。

・これからは、もっともっと自然に触れていろんなことを発見していきいろんな人に流木アートの

良さを知ってもらいたいです。

・自分たちで作ったものをお客さんに売るには、コミュニケーションがいるということが分かりまし

た。

・私は、この一年間いろいろなものを作るという楽しさを学びました。流木アート班に入ってよかっ

たです。


